
ICT を活かした図書委員会活動の取り組み 

                             野々市市立御園小学校 

 

図書委員会では、ITC を活用（ひとり一台端末を利用）して「としょかんクイズ」という取

り組みを実施しました。作成の手順は以下の通りです。 

 

①Google forms を使い、低・中・高学年に分けて、選択肢があるクイズを作成。 

②答えの受付期間は２週間、答えの送信は１回のみと設定。 

③編集できるのは先生のみ。 

④クイズ締切後、集計も端末上で行う。 

 

【良かった点】 

・すべて、ペーパーレス化でき、印刷の手間を省いたり、集計時間の短縮を図ることができた。 

・委員の５・６年生は端末に使い慣れているため、自分たちで入力できた。クイズの問題も 

自分たちで考え、アイデアを出し合っていた。 

・回答する児童も、一生懸命答えを見つけてメモしていたり、楽しんでいるようだった。 

 

【クイズの画面（１・２年生）】 

 



 

 

【クイズ問題例】 

１・２年生用 

・としょかんはなんかいにあるでしょう。 

・かあてんのいろはなにいろでしょう。 

・いりぐちは、どっちでしょう。（写真添付） 

 

３・４年生用 

・図書館のならぶところにある足あとは何個でしょう。 

（足あと・・・他の人と距離をとるためのもの） 

・図書館の本は何冊あるでしょうか。 

 

５・６年生用 

・本がおいてあるところの人形は何匹あるか。 

・分類番号 596 は、なんの分類でしょう。 

・この本の題名「世界がぐっと近くなる???とぼくらをつなぐ本」 

？に入る言葉はなんでしょう（写真添付） 

ヒント：この本は、｢3 社会｣にあって、分類番号は 333 です。 

 



【集計された Forｍｓが保存された様子（６年生）】 

Google ドライブ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Google スプレッドシート 


